
マニュアル番号 12-2 様式 1 

環境マネジメントシステム見直し記録 

   
 
 
 

担  当 ＩＳＯ事務局長 環境管理責任者 市  長 

    

見直し日時 令和３年６月２９日（火） １６：００～１６：３０ 場所 応接室 

出 席 者      
市長，黒岩副市長，環境管理責任者（環境部岩本部長），環境部上野次長， 

ＩＳＯ事務局長（環境政策課岡田課長），ＩＳＯ事務局 

項  目（情報） 環境管理責任者提出資料等 

(1) 前回までの「市長による見直し」の結果，取った

処置の状況 

(2) 次の事項の変化 

①外部，内部の環境に係る課題 

②関係者からの期待と遵守義務 

③事務事業における環境影響の重点取組事項 

④問題点と成果 

(3) 環境目標の達成度 

(4) 下記の取組状況に係る情報 

①不適合及び是正処置 

②環境目標，運用管理の点検，評価及び見直しの

結果 

③環境法令等の特定及び遵守評価の結果 

④内部環境監査の結果 

(5) 環境マネジメントシステム（以下，「EMS」とい

う。）に必要な資金・人材等の確認 

(6) 市役所内部・外部からの問い合わせ等への対応 

(7) 継続的改善のための提案 

 

資料１『令和３年度 市長による見直しのための報告概要』 

資料２－１『令和２年度における環境目標達成状況』 

資料２－２『令和２年度環境目標の達成状況一覧（各課分）』 

資料２－３『第３次地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の総括』 

別紙『令和３年度 市長による指示事項について（案）』 

見 直 し 項 目        市 長 の 指 示 事 項 等               

 

① EMSが，引き続き，適切，妥当かつ有効である
ことに関する結論 

②継続的改善に向けての決定 
③EMSの変更の必要性に関する決定（資金，人材
等を含む） 

④必要な場合には，環境目標が達成されていな
い場合の処置 

⑤必要な場合には，市役所の事務事業にEMSを組
み入れて改善する機会 

⑥市役所の環境への取組みに関する方向性 

 

・2050 年ゼロカーボンシティの実現に向けて，職員一人一

人が環境意識の更なる向上に努めること。 

・市の事務事業からの二酸化炭素排出ゼロに向けて，令和３

年度開始の第４次地球温暖化対策実行計画（事務事業編）

に新たに位置付けた様々な施策を着実に推進すること。 

・再生可能エネルギーの利用拡大のため，公共施設における，

環境に配慮した電力への切替えを強力に推進すること。 

・ワンウェイプラスチックごみ削減のため，CHOFU プラス

チック・スマートアクションを継続し，職員の率先行動に

取り組むこと。 

Ｉ Ｓ Ｏ 事 務 局 対 応 方 針                   

令和３年度の市長の指示事項を受けて，２０５０年までに二酸化炭素排出を実質ゼロにする「ゼロカーボ

ンシティ」の実現に向け，市役所としての地球温暖化対策の取組を加速させる。 

係 係 長 課長補佐 次 長 黒岩副市長 

 

 

   


